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月１～２回海事関係のイベントや海事関係資料をマスコミや海事関係団体の皆様にご紹介しています。 

※イベントは中止になる可能性がありますので、参加の際は各施設にお問合せ下さい。 

企画展「郵船文芸譚」 

日本郵船歴史博物館は、令和 4年 9月 25日（日）まで、企画展「郵船文芸譚」を開催しています。日

本郵船は、昭和 14（1939）年 1月、郵船海運報国会を結成しました。同会は、海上、陸上と、世界に点

在する社員たちの向かうべき方向を示し、また親睦を深めるための一媒体として、機関誌「海運報國」

を発行していました。本展は、「海運報國」の特に文芸誌的な部分に焦点をあて、関連資料とともに紹介

しています。 

【開催期間】令和 4年 9月 25日（日）まで 

【開館時間】10：00～17：00（最終入館は 16：30まで） 

【休 館 日】毎週月曜日（祝日の場合は開館、翌平日休館）、臨時休館日 

【入 館 料】一般・大学生：400円/65歳以上・中高生：250円/小学生以下：無料 

【お問合せ】日本郵船歴史博物館 TEL:045-211-1923 

ボトルシップ作品展「思い出の船」 

 神戸海洋博物館は、令和 4年 6月 26日（日）まで、ボトルシップ作品展「思い出の船」を開催してい

ます。本展は、神戸海洋博物館の開館とともに発足した神戸海洋博物館ボトルシップ愛好会の 35周年を

記念し、会員それぞれの思い出とともにある大切な船をモチーフにした作品を展示しています。 

【開催期間】令和 4年 6月 26日（日）まで 

【開館時間】10：00～18：00（最終入館は 17：30まで） 

【休 館 日】月曜日（祝日の場合は翌平日） 

【入 館 料】大人（大学生以上）：900円/小人（小・中・高校生）：400円 

【お問合せ】神戸海洋博物館 TEL：078-327-8983 

企画展「明石の木造船」 

 明石市立文化博物館は、令和 4 年 6 月 2 日（木）から、企画展「明石の木造船」を開催します。海に

面した明石では、古くから木造船をつかった漁や運搬が盛んでした。特に、明治時代に中部幾次郎によ

って改良された活魚運搬船は「明石型生船」とよばれ、西日本に広く普及していました。本展は、生船

の関連資料をはじめ、遺跡から出土した古墳時代の丸木舟から昭和 40 年代まで造られていた漁船に至

るまで、その部材や模型、写真等を通して、明石における木造船の歴史を紹介します。 

【開催期間】令和 4年 6年 2日（木）～6月 26日（日）まで 

【開館時間】9：30～18：30（入館は 18：00まで） 

【休 館 日】月曜日 

【観 覧 料】大人：200円/大学・高校生：150円/中学生以下：無料 

【お問合せ】明石市立文化博物館 TEL：078-918-5400 FAX:078-918-5409 

日本海事広報協会 事業第三部 

TEL 03-3552-5034  

FAX 03-3553-6580 

Twitter @kaijipr フォローお願いします！ 
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2022 年「海の日」ポスターコンクール表彰式を開催を開催しました 

 海事関係団体等 28団体で構成される『国民の祝日「海の日」海事関係団体連絡会（事務局：（公財）日本海事

広報協会）』は、「海の恩恵に感謝するとともに海洋国日本の繁栄を願う」という「海の日」の意義を多くの方々

に知っていただきたいとの目的のもと、広く一般から「海の日」ポスターの図案を公募する、2022年「海の

日」ポスターコンクール（後援：国土交通省/総務省/文部科学省/海上保安庁/気象庁/観光庁/水産庁）表彰式を

5月 11日（水）、東京都内で開催しました。 

 受賞者を代表して出席した斉藤 豊さんは、主催者団体の構成委員が見守る中、同コンクールの審査委員で日

本海事広報協会会長（㈱商船三井 特別顧問）武藤光一より、賞状盾、賞金（大賞 10万円）を贈呈され、笑顔

で表彰を受けました。 

 大賞に輝いた斉藤さんの作品は、2022年「海の日」ポスターとして、7月 18日「海の日」を中心に、全国各

地約 2,000カ所の公共交通機関や海事関係施設等で掲示される予定です。 

【斉藤 豊さん 大賞受賞の感想】 

 コロナ禍の厳しい中、このような式を準備していただき、貴重な体験とな

りました。この経験をこれから頑張る力へと変えていきたいと思います。 

いろいろと模索して、自分流を貫いたこの作品が大賞を取ったことは嬉しか

ったです。デザインの合理的な要素とアート的な動きが組み合わさった作品

だと思っています。前向きに明るくなれることを意識した作品で、自分が見

てもモチベーションがあがります。作品で使っている黄色は自分の好きな色

のひとつで、明るいイメージがあり、青と合わせると映え

る色です。 

 今年の「海の日」は、まずポスターの掲示を見に行きた

いと思っています。元気をもらって、目標に向けて次の活

動的な制作につなげていきたいです。 

＊配信停止または FAX 番号の変更をご希望の場合は、下記にご記入の上、FAX（03-3553-6580）にてお知らせください。  

FAX が誤って届いている場合も同様にお知らせください。 

□配信停止・誤送信（いずれかに○をつけてください。）       □番号変更 

社名・団体名（                ）         社名・団体名（             ） 

間違番号  （                ）         変更番号  （             ） 

ＫＡＩＵＮ 海運 2022.5 No.1136 

＜特集＞2022年 どうなるドライバルク市況 

＜特別企画＞ウクライナ侵攻が及ぼす市場への影響 

日本海運集会所 03-5802-8365 

船員ほけん 2022 5・6月号 Vol.723 

＜特集＞船員保険大阪健康管理センターへ 

“いらっしゃ～い” 

船員保険会 03-3407-6064 

全船協 会報 149号 2022年 5月 春季号 

商船高専 5校練習船、随時更新へ 

新・大島丸 起工式 

全日本船舶職員協会 03-3230-2651 

月刊 共有船 5月号 No.576 

粗製ベンゼン輸送「勇幸丸」 

発行所 海交新社 078-331-3860 

船舶整備共有船主協会 

日本海事広報協会 

定 期 刊 行 物 

新聞「海上の友」 毎月 1 日発行 

 購読料 1 カ月 605 円（税・送料込） 

 お申込み TEL：03-3552-5034 

 

【この件に関するお問合せ】 

事業第二部 鈴木、岡、室田  

TEL：03-3552-5031  

FAX：03-3553-6580 


